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輝生会2016年の展望 ― 決意と感謝をこめて
教育研修局 局長　小林由紀子

新年あけましておめでとうございます。
昨年の嬉しいニュースに、 ラグビー日本代表の活躍が挙げら
れます。 イングランドで行われたラグビーワールドカップ2015
で、 優勝候補の南アフリカを接戦の末、 後半ロスタイムで逆転。
劇的な勝利を飾りました。 「奇跡の勝利・大金星！」と新聞に掲載
され、 日本中を一躍ラグビーファンに変身させてくれました。 過
去7回の戦績が24戦1勝２分け21敗の中、 今回は4戦3勝1敗！ 歓
喜の波は、 一時的なブームではなく2019年日本開催にまで、 国
民に愛されるスポーツとして定着していくと確信しています。 
最後まであきらめず、 限界まで挑戦する練習の質と量。 選手全
員が一丸となって勝利に向かう、 仲間への敬意と信頼。 それら
すべてが今回の要因になっていると感じました。 医療の展開も、 
まさに同様の要素を求められています。 正しさを追求し、 決し
てあきらめずに挑戦する姿勢、 目先のことにとらわれず真の結
果や成果を導く努力、 そしてやはりチームアプローチの確実な
展開。 新年を迎えるにあたり、 改めてその決意を胸に実践を重
ねる所存です。 本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

地域包括ケア具現化へ向けて加速する1年に　
事務局 局長　森本　榮

新年あけましておめでとうございます。
新年早々固い話ですが、 日本は超高齢社会の到来に対し、 国
家を挙げ様々な施策を推進しています。 その１つに、 市区町村
を基盤に「地域包括ケアシステムの構築」が叫ばれています。
輝生会では、 開設当時から法人理念に「地域リハビリテーショ

ンの推進」を掲げ実践していますが「地域包括ケア」と「地域リハ
ビリ」は同じ目的を持った活動と言えます。
具体的には、 住み慣れたところで、 そこに住む人々と共に、 
一生安全にいきいきとした生活が送れるよう、 医療や保険・福
祉及び生活に関わるあらゆる人々や機関・組織がリハビリテーシ
ョンの立場から協力しあって行う活動のすべてを指すと言われ
ています。
地域包括ケアの推進により、 利用者・家族、 事業者、 行政等の
関心は高くなっています。 今年は長年培った経験を生かし、 輝
生会の各拠点が地域包括ケアの具現化の一翼を担う活動を加
速する年になります。 
本年もよろしくお願いいたします。

明けましておめでとうございます。昨年１２月２６日（土）に毎年恒例の餅つき大会
が行われました。当日は日和も良く、多くの患者さま、ご家族さまに参加いただき、
お餅が４５０皿、豚汁が３５０杯！ と大盛況でした。参加された方々からは「おいしかっ
た」「楽しかった」とのお言葉、笑顔をたくさんいただきました。
新年を迎え１Ｆロビーには凧揚げの飾り付けを行っていますので、ぜひご覧になっ
ていってください。今年度もよろしくお願い致します。

恒例の餅つき大会！ たくさんの笑顔をいただきました初
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今回のテーマは「元気になるグループワーク」。参加者３１名が各々の介護経験で
一番感動したことや成功体験、プロの介護と家族の介護との違いなどを話し合い
ました。グループワークで多様な体験を共有することで、今後の仕事に活かせる
新たな視点や、自分が考えもしなかったアイデアを学ぶことができた有意義な勉
強会となりました。
勉強会は今後も継続し、今年度は年１０回実施していく予定です。

第41回 介護職員向け勉強会が当センターにて開催されました
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例年は屋外で行っておりましたが、今回は病院の受付前にある喫茶きららを１日閉
店し、そこでおもちをつきました。いつもとは違う場所でしたが、皆さま、いか
がでしたか？ 外来の患者さまは“屋外”と“室内”のどちらも体験された方も居るか
もしれませんね。ご感想をぜひお教えください！『よいしょー！』という掛け声の中、
今回も患者さまの沢山の笑顔を見せていただき嬉しい限りです！  列に 並んで、お
もちをついてくれた皆さま、本当にありがとうございました。

12月26日は大盛況でした！ 年末恒例もちつき大会
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交流会には、地域のケアマネジャー３９名にご参加いただきました。副センター長
の澤潟より当センターでのリハ会議やリハマネジメント等の取り組みと事例を紹介
した後、当センターのスタッフを交えグループワークを行って、活発な意見交換を
しました。栄養部からの彩りも豊かな軽食が、交流会に華を添えてくれました。
今後も地域包括ケアの一助となれるよう、地域のケアマネの皆さまと共に活動を
続けていく所存です。

「これからの生活期リハビリテーションについて考えよう」ケアマネジャー交流会2015在
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去る１２月２８日、今回で３回目となる餅つき大会を開催いたしました。炊き立ての
餅米は美味しそうな湯気を出し、臼から溢れそうな程の量でしたが、参加してい
ただいた皆さまに力強くついていただき、見事にコシのある餅につき上がりました。
更に、餅は参加者の皆さまによって鏡餅に仕上げられ、館内に飾らせていただき
ました。参加していただいた皆さま、大変ありがとうございました。
本年も皆さまにとって幸多い年になりますことをお祈り申し上げます！！

皆さまの手で作られた鏡餅を新春の館内にお供えしました在
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　医療法人社団 輝生会は、２００２年に初台リハビリテーション
病院、２００３年に在宅総合ケアセンター元浅草、２００４年に在宅
総合ケアセンター成城、２００８年に船橋市立リハビリテーション
病院、２０１４年に船橋市リハビリセンターの５拠点で事業展開す
るようになりました。
　事業内容は「寝たきりにしない、寝かせきりにしない医療サー
ビスの提供」です。  第１に、急性期の病院から回復期リハビリテ
ーションを要する患者さんをできるだけ早く受け入れ、入院に
よる集中的リハビリテーションを提供し、良好な状態で在宅復
帰できるよう支援とすること。  第２に、在宅復帰後は通院・通
所・訪問・短期入院などによるリハビリテーションを中心とした
在宅ケアサービスを提供し、良好な状態で在宅生活が継続でき
るようにすることです。
　この事業には、建物の構造も重要ですが、何よりもサービス

に関わる専門職の量的充実が必須で
す。 医師、薬剤師、看護師、介護福祉
士、理学療法士、作業療法士、言語聴
覚士、義肢装具士、社会福祉士、臨床
検査技師、放射線技師、管理栄養士、
栄養士、調理師、介護支援専門員、健
康運動指導士、医療事務職等の専門職
員数は１３００名となりました。
　専門職としての技術の向上はもちろ
んですが、何よりも職種を超えたチームアプローチを徹底し、
ご利用くださる方々の尊厳を保持し、自己決定権を尊重する教
育に最も力を入れています。
　本年も更なるサービスの質の向上を目指し、なお一層の努力
をいたしますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

2016年の年頭にあたり

理事長　石  川　 誠



●ほうらい

●やなか
●あさくさ

●まつがや

●くらまえ

●たいとう

●みのわ

不忍池

★リハ提供医療機関（病院）
●地域包括支援センター
※マップはイメージです

★永寿総合病院

★柳橋病院

★台東病院
★浅草病院

★上野病院

★浅草寺病院

当法人は、 2002年、 初台リハビリテーション病院の開院 
１年後より栄養部門を直営化し、 2008年には船橋市立リハ
ビリテーション病院も、開院と同時に栄養部門を直営化しま
した。 在宅総合ケアセンター元浅草・成城の栄養部門は業
務委託による運営でありましたが、 2014年7月、在宅総合
ケアセンター元浅草を直営化、 2015年8月在宅総合ケアセ
ンター成城を直営化し、 輝生会栄養部が４拠点を運営する
運びとなりました。 
初台リハビリテーション病院開院当初より、 “病院らしくな
い病院”をめざして、 リハビリテーションにおける三本柱（運
動・栄養・休養）の元、 患者さま、 ご家族さまが少しでも心
地よい時間をすごしていただけるよう、 栄養部では従来の
病院給食の考え方から一歩出て、 和食・洋食専門の調理師
を配置。 調理師が立案した献立を栄養士と管理栄養士で作
り上げる三位一体のチームアプローチを行って参りました。 
栄養があり安全であることはもちろんのこと、患者さまが
『「これ食べたいな！」「あれ食べたいな！」「また食べたいな！」
と思えるような料理を提供する』を合言葉に、 常に挑戦しつ
づけてきました。 
毎月、季節に合わせた料理（イベント料理）の提供、 納涼
際や餅つき大会などのお祭り事、 さらに、 患者さま、 ご家族
さまに向けた著書出版の監修なども行っております。 食べ

輝生会 地域包括ケア推進プロジェクト vol.1
在宅総合ケアセンター元浅草・在宅総合ケアセンター成城の
お食事が輝生会直営になりました

たいという意欲・意志は人が生きてゆく上での原点であり、 
この上ない楽しみの一つでもあります。 今後も患者さま、
ご家族さまにやすらぎと喜びを感じていただける料理作り
と、 更なる食事サービスの質向上を目指し、 栄養部チーム
一丸となって日々努力してまいります。

在宅総合ケアセンター元浅草・在宅総合ケ
アセンター成城の食事取り組みについて
患者さま、 利用者さまのお食事は、 15日サイクルの献立

からスタートしましたが、 少しずつサイクルを増やしており
ます。 ２０１５年12月現在、 元浅草19日・成城18日サイクルで
す。また、 毎月の季節料理イベントなども行っておりますの
でぜひお楽しみ下さい。 いただいたご意見・ご感想はでき
るだけ反映するよう心がけてまいります。

文責：栄養部 総料理長　加園信一

2015年クリスマスイベント料理と担当調理師のご紹介

元浅草のクリスマスメニューは、鶏から取っ
たコンソメスープ、ジューシーに焼き上げ
たローストチキン、彩り華やかなミモザサ
ラダ、さっぱりと爽やかなフランボワーズの
ムースです。
ローストチキン／ミモザサラダ／コンソメ
スープ／フランボワーズムース

成城のクリスマスメニューは、自家製のデ
ミグラスソースで牛バラ肉をトロトロにな
るまでコトコト煮込んだメインと彩り野菜
を添えて。
ビーフシチュー／グリーンサラダ／コンソ
メスープ三色ピーマン／プチロールケーキ

成城 調理師
所　薫

元浅草 料理長
川嶋　優

『区中央部地域リハビリテーション支援センター協力施設に指定されました』

地域リハビリテーションの推進のため頑張ります！！
（支援センター協力施設事務局メンバー）

「脳卒中後のおいしいリハビリご飯」　    女子栄養大学出版部

毎日の献立を考えるだけでも頭を悩ますのに、 食材・塩分の

制限やエネルギーの制限、 さらに食形態の調整などが必要に

なる食事づくりは、 とても困難を極める事と思います。 そこで

栄養部門スタッフがご自宅でも簡単に作れる献立、 作業工程を

分かりやすくまとめました。 書店等でお求めいただけます。
Book report

輝生会 栄養部の取り組み

東京都では、２０００年７月から設置された東京都リハビリ
テーション協議会にて、二次保健医療圏毎に地域リハビリ
テーション支援センターを指定しています。この支援セン
ターは、地域におけるリハビリテーションのシステム化に資
することを目的に、地域リハビリテーション支援事業を実施
しております。
実施する事業は以下の通りです。

区中央部（千代田区・中央区・港区・文京区・台東区）の地
域リハビリテーション支援センターは東京慈恵会医科大学付
属病院が指定を受けていますが、当該センターから、台東
区に関しては、 協力施設として「在宅総合ケアセンター元
浅草（たいとう診療所）」が２０１５年１０月に指定されました。
そこで、１１月１８日に輝生会本部研修センターにて、地

域リハビリテーション支援事業の説明会及び意見交換を、

台東区の医師会・歯科医師会・薬剤師会・区立台東病院・
永寿病院・台東区介護サービス事業者連絡会・台東区訪問
看護ステーション連絡会・台東リハ連楽会・行政の代表者
の方、総勢２０名にご参加いただいて開催いたしました。
そこで今年度の事業計画について協議した結果、以下の

計画となりました。

さらに、次年度以降の事業計画は幹事会を開催して協議
していく予定ですが、暫定的に以下の計画を共有しました。

地域包括ケアシステムの実現に向けて、医療・介護・福祉・
生活に関わる団体や組織、行政の協力のもと、いつまでも
住みなれた地域で自分らしい暮らしを送れるように、リハ
ビリテーションの立場から支援してまいります。

PT・OT・STのリハビリテーション技術の底上げを図るとと
もに、かかりつけ医へリハビリテーションに係わる知識・
技術情報を提供することにより、区の在宅リハビリテーショ
ン支援事業等を支援すること

ケアマネジャーのリハビリテーションに係わる意見交換の
場を提供すると共に、ケアマネジャーに対してリハビリ
テーションの知識・技術等に関する研修を実施することに
より、訪問・通所リハビリテーションの利用促進を図ること

地域のリハビリテーション施設、自治体、関係団体等の参
画による連絡会を開催し、地域リハビリテーションに関す
る課題等について意見交換し、情報提供を図り、地域リ
ハビリテーションのシステム化に資すること

若手のPT及びOTの実習生を受け入れ、実務経験を積め
る育成体制を整備し、質の向上を図ること
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地域のリハビリテーション施設、自治体、関係団体による
幹事会の設置

２０１６年３月１９日に講演会及びシンポジウムの開催

台東区のリハビリテーション資源調査

台東区リハビリテーション提供機関マップの作成
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２
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１　幹事会　　　　　　　　　　　　　　　　　３回開催

２　講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　２回開催

３　介護職対象研修会　　　　　　　　　　　　６回開催

４　介護支援専門員対象研修会　　　　　　　　２回開催

５　多職種合同の事例検討会　　　　　　　　　２回開催

６　台東区のリハビリテーション資源調査

７　台東区リハビリテーション提供機関マップの更新

台東区
エリアマップ

文責：支援センター協力施設事務局　鈴木誠一


